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Development of transformer-based conversational systems

大規模深層学習に基づく雑談対話システムの構築と課題分析

楽しくおしゃべりできる対話システムの作り方

どんな研究
自然な雑談を通して人の対話欲求を充足させる、雑談システムの研究に取り組んでいます。本展示では、事前
学習と呼ばれる大規模データを利用する技術と、長年に渡るNTTの雑談システム研究で培った大規模対話デー
タに基づく高性能な日本語大規模雑談システムについて、到達点と課題をご紹介します。

どこが凄い
日本語最大規模の対話データを用いた学習により、最新の英語システム相当の日本語雑談システムを開発し、
雑談システムのコンペで最優秀賞を獲得しました。また、構築したシステムの発話について定量的分析を行い、
矛盾や不連続な話題の飛びなど、今後の改善に向けた指針を明らかにしました。

めざす未来
他者と言葉を交わしてつながりたい、という対話への欲求は、私たち人間の根源的な欲求の一つだと考えてい
ます。私たちが望むときに、いつでも、気楽に、どんな話題についても話せる相手。そんな対話欲求を継続的
に満たし続ける、パートナーとなりうる雑談システムの実現をめざしています。
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